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第４章　重点施策

重点施策１　「めぐろ買い物ルール」の推進
〈重点施策としてのねらい〉

前計画においても重点施策としていた「めぐろ買い物ルール」は、「買い物ルール
川柳」、「長持ちコンテスト」を含めた継続的なイベント等による積極的な普及活動
によって一般家庭や個人にはある一定の広がりや成果を挙げてきました。
前計画では、平成23年度までに認知度を50％に引き上げる目標としていましたが、

平成26年度に実施したアンケート調査（「めぐろの環境（環境報告書）」）によると、
区民の認知度は31.1％に止まっています。
また、平成26年度に区が実施した一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査

によると、「めぐろ買い物ルール」を知らない事業者が82.7％にも上っています。
これらの状況を踏まえ、区民・事業者の認知率を向上させるとともに、「めぐろ買

い物ルール」を実践する人や事業者を増やすことをねらいとします。

〈施策の内容〉
● より多くの区民や事業者に関心を持ってもらうための普及啓発の推進
● 「めぐろ買い物ルールを広める会」と目黒区との連携による普及啓発を推進
● エコライフめぐろ推進協会や商店街、町会・自治会といった地域組織や自
主活動団体による買い物ル－ル普及に向けた取り組みの支援

● 商店街組織等と連携した買い物ルール参加店拡大の推進
● 「めぐろ買い物ルールを広める会」の「買い物ルール」や環境学習アドバ
イザーとしての活動推進

● マスコミを活用したアピール方法の検討
● 買い物ルールへの参加にインセンティブが働く方策の検討
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● 「めぐろ買い物ルール」を実践する区民が大きく増加し、事業者が、区民のニー
ズを踏まえて、ばら売りやレジ袋が不要な場合の特典サービス等を導入するなど、
一体となった取り組みとなるよう支援していきます。

めぐろ買い物ルール
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重点施策２　 PR・普及啓発の推進とさまざまな環境学習の機会の創出
〈重点施策としてのねらい〉

3Rを推進する上では、大きなコストを必要とする「リサイクル（再生利用）」よ
り前に、ごみを出さないことが基本となります。このため、まず、「リデュース（発
生抑制）」と「リユース（再使用）」の2Rを、区民や事業者が積極的に実践すること
が大切です。
一方で、区が平成26年度に実施したごみに関する調査報告書の結果などからは、

世帯や年齢層ごとに資源やごみの排出状況に差があることから、それぞれに応じた
効果的な普及啓発活動を行うことをねらいとします。
また、全ての世代の区民や事業者にごみや環境の問題について、関心を持ち、深

めてもらうことも大切です。
このため、次世代を担う子どもたちに、環境学習などを通じて、ごみや環境問題

について関心を持ってもらうと同時に、家庭を通じてさらなる普及・啓発につなが
ることをねらいとした施策の充実を図ります。
さらに、区民・事業者に対して、より多彩な学びの場を提供し、いずれは、主体

的に普及・啓発を推進する講師的な役割を担えるよう、全ての世代に対し環境学習
の機会をつくり出すこともねらいとします。

〈施策の内容〉
● 児童を対象とする環境学習等を通じた、家庭における普及啓発プログラム
の検討

● 事業者や区民自身が講師として活動できるような仕組みの検討
● 転入者や外国人居住者など、目黒区のごみ排出ルールを知らない方への普
及啓発の充実

● 集合住宅の管理を行う事業者や管理人に対する普及啓発の充実
● 燃やすごみの排出原単位が最も大きい単身高齢者世帯に対する普及啓発の
推進

● 燃やすごみへの資源混入割合が高い住商混在住居に対する普及啓発の推進
● エコライフめぐろ推進協会と連携した誰もが学びたくなる場づくりの検討
● 「めぐろ買い物ルールを広める会」と関係団体が一体となった環境学習や普
及啓発活動の検討
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● 環境学習に参加しやすい施策を進めていきます。

ごみ減量キャラクターによる環境学習の様子

スケルトン車による環境学習
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重点施策３　2R（発生抑制・再使用）によるごみ減量の推進
〈重点施策としてのねらい〉

区は、リサイクル推進都市宣言区として、ごみ減量に向けた様々な施策に取り組
んできました。また、国に対しても、拡大生産者責任の原則に基づき、事業者責任
の明確化や、費用負担の制度化を含む、容器包装リサイクル法の見直しを要望して
きました。
しかしながら、資源やごみの分別やごみ減量の取り組みは、いまだ十分とは言え

ない状況にあります。平成26年度に区が実施した家庭ごみ組成分析調査によると、「燃
やすごみ」の中には、生ごみの割合（41.3%うち2.4％が未利用食品）と資源（25.7％）
の割合が大きいことがわかりました。
このような状況を踏まえ、本施策では、ごみを排出する際の生ごみの水切りや、

燃やすごみに含まれている資源（主に雑がみ）の分別徹底などの対策により、ごみ
減量を推進することをねらいとします。
さらに、「めぐろ買い物ルール」の普及による無駄のない買い物行動が、これらの

施策に有効であるため、併せて推進していきます。
また、ごみを減らすための手法の一つとして、燃やすごみと燃やさないごみなど

の家庭ごみの有料化についても引き続き検討していきます。

〈施策の内容〉
● 生ごみの水切りによるごみ減量の推進
● 未利用食品や食べ残しなどによるごみの発生抑制の推進
● 区民への「めぐろ買い物ルール」の普及によるごみ発生抑制の推進
● 雑がみの分別徹底による資源化やごみ減量の普及啓発
● 販売事業者への「めぐろ買い物ルール」参加店への加入促進と、「過剰包装
の抑制」や「リターナブル（リユース）商品の拡大」、食品残さの抑制のた
めの「ばら売り品目の拡大」等、ごみ減量に向けた取り組みへの働きかけ

● 燃やすごみ、燃やさないごみなどの家庭ごみの有料化の検討
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● 2R（発生抑制・再使用）による、より効果的なごみ減量の方策などを検討し、
推進していきます。

● 計画最終年の平成37年度に、１人１日当たりごみ量を平成26年度比98ｇ減の
451ｇとすることを目標とします。

マイバッグ持参でノーレジ袋

燃やすごみの中の食品ロス（未利用食品）

使い捨て容器は使わない


